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令和５年度 第１回学校評価アンケートの結果について（お知らせ） 

 

 晩秋の候、保護者の皆様におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し上

げます。日頃より本校の教育活動に対し、御理解と御協力をいただき、ありがとうござ

います。 

 さて、お忙しい中にもかかわらず、「学校評価アンケート」に御協力をいただき、あ

りがとうございました。 

つきましては、本メールにてお知らせいたしますので、確認をお願いいたします。今

後は、この結果を糧に教育活動を一層充実していきたいと思います。 

 なお、第２回学校評価アンケートは、１月下旬に実施する予定です。改めて御協力を

お願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 学校評価アンケート結果の考察について  

 改めまして、本校の学校評価アンケートに御協力をいただきまして、ありがとうご

ざいました。 

さて、本校の学校評価アンケートは質問事項が２０項目あり、質問事項につきまし

ては、昨年度と表現を変更した項目が２点あります（９）（１４）。また、児童、保護者

及び教職員それぞれ同じ内容の項目でアンケートを実施しました。その結果は、別紙

のとおりです。特に、児童、保護者における肯定割合（「そう思う」「ややそう思う」）

が８０％に満たない項目につきましては、今後の課題として、以下のとおり改善に向

けて努力してまいります。 

 

（８）については、学力の定着についての項目でした。昨年度に比べて児童の評価が８

ポイントマイナスの７７％と８０％を下回っていますが、保護者の評価では 9 ポイン

トプラスの８８％となっています。全国学力状況調査等では、県の平均を上回ってお

り、おおむね基礎的な学力は身についていますが、今後も県の非常勤専科教員や市の

少人数指導教員や支援員などと協力して、基礎的な学力が身についたと児童一人一人

が実感できるように努力していきます。 

 

（９）については、家庭学習についての項目でした。昨年度とは、質問の仕方が異なり

ますが、肯定割合（「そう思う」「ややそう思う」）が保護者の結果７２％と昨年度の６

６％に比べて６ポイント上昇しています。家庭学習ファイト週間の記録からも改善傾

向が見られます。引き続き改善に努めていきます。『家庭学習ファイト！週間』を月に

１度実施しています。また、木曜日はタブレットを持ち帰って学習を進めていきます。

なお、これまでの調査からも、家庭学習の習慣化は学習内容の定着を図り、学力を向上

させる大きな要因となっていることは間違いありません。保護者の皆様におかれまし

ても、お子さんへの声かけを継続していただきたいと思います。 

 

（13）は、体力向上に関する項目でした。コロナの状況も落ち着き、活動に対する制限

が徐々に緩和されてきています。昨年度より再開した水泳学習、部活や陸上大会に向

けて練習に取り組んだり、業間休みや昼休みに外遊びを奨励したりして、身体を動か

す機会を確保しています。しかしながら、コロナ禍の影響や熱中症対策等もあり、運動

をしているものの体力は伸び悩んでいるところです。今後も向寒マラソンなど運動す

る機会を確保し、体力の向上に努めていきます。 

 

（14）昨年度は、「望ましい食生活が身についていますか。」という質問でしたが、望ま

しい食生活について個人の価値観が異なることから評価がしにくいと指摘がありまし

た。今年度から、むし歯の治療率が低いという本校の課題をふまえ「朝食を食べ、歯み

がきを行っている」に変更しました。児童、保護者、教職員三者とも肯定割合が８０％

を超えており好ましい食習慣であることがうかがえました。また、歯みがき教室を数

年ぶりに再開し、歯みがき指導を受け、むし歯予防にも努めています。家庭でも食後の

歯みがきが習慣化できるようにご協力をお願いします。 

 

（16）については、いじめにかかわる項目でした。道徳の授業や４年生で実施した人権

教室等の機会を活用して、いじめの予防に努めています。また、月に１度の睦岡っ子ア

ンケートの実施、学期に１度実施するすべてのお子さんとの教育相談、年間を通じて

実施するすべてのお子さんとスクールカウンセラー（月に２回勤務）との面談、心の教



室相談員（毎週、水木金勤務）と不定期の面談等様々な機会からいじめの早期発見、初

期対応を行っております。今後もいじめのない楽しい学校生活が送れるよう全職員一

丸となってすすめていきます。何か心配なことがありましたら、担任や学校へ相談し

ていただきたいと思います。 

 

（17）（18）については、個に応じた指導および支援にかかわる項目でした。今年度は、

県の非常勤専科講師を１名、市の少人数指導教員を１名配置しており、全学年算数の

授業を複数で指導しております。特別な支援を必要とする児童へのていねいな対応が

できる体制づくりを進めています。本校では、教員だけでなく、様々な立場の職員がお

子さんの健やかな成長のために対応しております。さらに、特別支援学級が４学級あ

ることも個に応じたな支援ができる大きな要因となっております。お子さんの成長に

おいて何か心配なことがありましたら、担任や学校へ相談していただきたいと思いま

す。 

 

 

２ 全体をとおして 

前年度よりも調査結果が向上した項目が多くありました。本校の教育活動に御理解

と御協力をいただきまして感謝しております。評価の下がった項目については、学校

に対する期待の表れと捉え、今後もお子さんや保護者の期待に応えられるよう努力し

てまいります。いただいたご意見ご要望は、今後の学校経営に生かして参ります。引き

続きご協力をよろしくお願い致します。 

最後になりますが、今回も、前回同様ＱＲコードあるいはＵＲＬでの回答方法とい

たしましたところ回答率も９０．３％と高く、ご対応いただきまして、ありがとうござ

いました。 

 

 


